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原子力規制庁記者ブリーフィング 

 

  日時：平成29年9月15日（金）14:30～ 

  場所：原子力規制委員会庁舎 記者会見室 

  対応：大熊長官官房総務課長 

 

 

＜本日の報告事項＞ 

○司会 それでは、定刻になりましたので、ただいまから原子力規制庁の定例ブリーフィ

ングを始めます。 

○大熊総務課長 それでは、お手元の広報日程に基づきまして、私から補足説明を申し上

げます。 

  まず、資料の2.、9月15日金曜日、本日でございますけれども、（1）の審査会合でご

ざいます。現在行われている審査会合ということになります。議題でございますが、中

部電力・浜岡原子力発電所につきまして、プレート間地震の津波評価につきまして、説

明を聞き、議論をするということを予定しております。 

  続きまして、その下、9月19日の（2）の審査会合でございます。こちらにつきまして

は、議題といたしまして、日本原電・東海第二原子力発電所に関する審査を予定してお

ります。内容といたしましては、設計基準施設の内部火災対策につきまして、前回コメ

ントへの回答をお聞きするという予定でございます。 

  続きまして、1ページ目の一番下、9月20日水曜日、（4）として「規制委員会記者会見」

と記載されてございます。こちらは先日来、御説明、御報告申し上げておりますが、現

在の田中委員長の最後の会見ということになります。退任の会見を兼ねて実施をさせて

いただきます。 

  続きまして、2ページ目、9月21日の（5）の審査会合でございます。こちらは議題とい

たしましては、日本原電・東海第二原子力発電所につきましての審査を予定しておりま

す。内容は、シビアアクシデント対策に関しまして、格納容器その他の各種設備の有効

性評価につきまして、前回コメントへの回答をお聞きするという予定でございます。 

  続きまして、その下、（6）の審査会合でございます。こちらは同日9月21日の午後3

時からを予定しております。同日の審査会合でございますが、内容が大規模損壊等に係

る審査ということでございますため、非公開とさせていただきます。議題の内容といた

しましては、こちらも日本原電・東海第二原子力発電所に係る審査ということでござい

ます。大規模損壊に係る審査ということで、航空機が衝突した場合、その他の対応につ

いて説明を聞き、議論をするということを予定してございます。 

  最後に、2ページ目の一番下に更田委員長及び山中委員の就任会見ということで記載さ

せていただいております。9月22日に更田新委員長及び山中委員の任命が予定されてお
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ります。その任命の後に就任の会見を実施する予定でございます。時間につきましては

夕方を予定しておりますけれども、詳細はまだ未定でございます。決まり次第、御連絡

をさせていただきます。 

  私からは以上です。 

 

＜質疑応答＞ 

○司会 それでは、皆様からの質問をお受けします。いつものとおり、所属とお名前をお

っしゃってから質問の方をお願いいたします。 

  それでは、質問のある方は手を挙げてください。スミさん。 

○記者 共同のスミです。 

  まず1点は、20日の定例会ですけれども、これは東電の経営陣をお呼びするようなお話

もあったかと思うのですけれども、これは調整、セットはされたのでしょうか。 

○大熊総務課長 今お話がありましたように、前回、今週水曜日の委員会におきまして、

次回はといいますか、次は東電の経営層にお越しいただいて意見交換をするという話が

あったことを受けて調整をいたしまして、20日の日に社長にお越しいただけるというこ

とになったという話を聞いているところであります。 

○記者 いらっしゃるのは社長と牧野さんですか。会長はいらっしゃらない。 

○大熊総務課長 今聞いておりますところでは、社長以下の方々というふうに伺っており

ます。 

○記者 一応、確認ですけれども、保安規定に東京電力のこれまで言ってきたような決意

と覚悟というものを盛り込むということを求めるということになるのですか。それとも、

そういうことを適格性を認める条件の一つとして規制委員会として考えていますよと

いうことを伝えるということなのか、何かちょっとどういったトーンになるのか教えて

ください。 

○大熊総務課長 こちらも今週水曜日にございました委員会での議論のとおりということ

になるのですけれども、それ以上の方針、情報を私が持ち合わせているわけではないと

いうことではあるのですが、水曜日の議論を踏まえれば、東京電力から文書で頂いた回

答の内容、これを実行されるということを担保するために、保安規定で位置付けて書い

ていただくということを議論したと。これを東京電力の経営層にしっかり御了解をして

いただくということを前提として、その後の審査を進めていくという議論であったと承

知しておりますので、そのような議論、意見交換をするということだと考えております。 

○記者 分かりました。 

  あと1点なのですけれども、22日に委員長が交代されると思うのですが、委員長が交代

されて山中新委員もいらっしゃると思うのですけれども、担務がまだ決まっていないと

いうか、多少入れかえがあると思うのですけれども、それはいつ、どのような形で決め

られるのでしょうか。27日の定例会で決められるのか、それとも、例えば、空白があく
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とまずいから22日のうちに臨時会を開いてやるとか、そういったことがあるのでしょう

か。 

○大熊総務課長 担務という言い方が適切かどうか、どの委員がどのような役割を行って

いくかということについては、正式にはと申しますか、具体的な内容は、委員が着任さ

れて、委員の間で相談して議論して決定するということでございます。そして、その内

容をどのような段階で正式に決めるかということも、これはまだ未定でございまして、

当然、いずれかの段階で委員会のレベルできっちりと決めるということになると思いま

す。また、その中で、緊急時への対応の観点から早目に決める必要がある部分もあると

思いますので、それについては必要なタイミングで決めるということになるものと思い

ます。 

○記者 では、そんなにすぐ、22日の当日に何かやりますよとか、27日の定例会でもう決

めますよとかというわけではなくて、ある程度しっかり話し合って決められるというこ

となのですか。 

○大熊総務課長 正式にいつの委員会でということは、まだ決定しておりませんので、ち

ょっと明確に申し上げることはできないのですけれども、今申し上げましたような緊急

時の対応などに関する部分については、就任後、遅れが生じないように直ちに決めると

いうことになるものと思います。また、その他の様々な仕事の進め方については、もう

少し時間を置くことも可能かと思います。いずれにしても、いつ委員会で決めるかとい

うことは、まだ正式には決まっておりませんので、また決まりましたらお知らせをいた

します。 

 

○司会 ほかに質問のある方はいらっしゃいますでしょうか。ナガノさん。 

○記者 新潟日報のナガノです。 

  20日の定例会の関係で、東京電力の関係ですけれども、今ほど出ました社長の面会以

外で、柏崎刈羽の関係で何か議題で決まっているものはあるのでしょうか。 

○大熊総務課長 柏崎刈羽の関係で、社長の面会以外で決まっているものがあるかという

ことですね。 

○記者 はい。 

○大熊総務課長 議題そのものは、正式に決まりましてお知らせするのは、おそらく今日

の夕方ということになると思いますが、現時点で柏崎刈羽の関係では意見交換以外には

行う予定は聞いておりません。ないと思います。 

○記者 ということは、審査書案というのが出るのは、少なくとも来週以降というような

認識でいいのでしょうか。 

○大熊総務課長 今週水曜日の委員会でも、まずそこを経営層に確認して、それを前提と

して進めていくという議論でございました。20日はその意見交換の部分を予定している

ということでございます。 
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○記者 ありがとうございました。 

 

○司会 ほか、御質問のある方。アベさん。 

○記者 日経新聞のアベです。 

  田中委員長の委員長として役割の任期について、ちょっと手続的なところだけ確認し

たいのですけれども、22日の更田委員の認証式までは今の委員長の役目を続けるという

認識でよろしいのでしょうか。 

○大熊総務課長 はい。結構です。そのとおりです。 

○記者 認証式は昼過ぎぐらいとかいうようですけれども、つまり、午前中ぐらいまでは、

少なくとも委員長を続けられるという認識でよろしいですね。 

○大熊総務課長 法律の規定上、委員長の職務を行うということになっております。 

○記者 分かりました。 

 

○司会 それでは、シゲタさん。 

○記者 NHKのシゲタです。 

  1点だけ確認したいのですけれども、今、更田さんが委員長代理をされていて、委員長

代理とか何番目とか、そういう順番を決めるのも、更田新委員長もしくは山中委員が就

任した後に皆さんで話し合って決めていくという理解でよろしいのでしょうか。 

○大熊総務課長 新しい委員の間で決めるということになります。ただ、先ほどちょっと

申しましたけれども、そこの部分は遅滞なくと申しますか、決める必要があるものだと

いうふうに認識しております。 

○記者 それは決まりましたという形で私たちに知らせていただけるのか、それとも、何

かオープンの場で話し合って決めていく類いのものなのか、お伺いしてもよろしいでし

ょうか。 

○大熊総務課長 これもその開催が正式に決まっているわけではございませんけれども、

過去も委員会の場で正式に決めておりますので、今回もそのような手続を今考えている

ところです。 

 

○司会 ほかに御質問はございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

  それでは、本日のブリーフィングは以上としたいと思います。お疲れさまでした。 

 

－了－ 


